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た．生地寅の権基性分画中の遊離アミノ酸として lysine,histidine, arginine, aspartic acid, 

glutamic acid, threonine, serine, glycine, alanine, valine, isolencine, lencine, tyrosine, 

phenylalanine, r-amino butyric acidが検出され，乾地貰の分画には prolineも見出された

が，いずれもアルギニンが最も多く，次いで r-7Iノ酪酸が多い.n-Glucosamineの存在も認

められ，酸性分画にはリン酸が見出された． 中性分画の糖質はいずれも n-fructose，トglucose,

n-galactose, D-mannitol, sucrose, raffinose, manninotriose, stachyoseおよび verbascose

で，特にスタキオースが量的主成分であれこの少糖類の含有率は乾地黄より生地黄が高いこと

もカイケイジオウ根と同様である．

大誕の水溶性糖質〈第2報） 2種の多糖類の単離と性質

友田正司，加藤祥子，青柳節子，河野むつ子

（日本薬学会第91年会（1970.4）で発表）

〔目的〕 前報で大礎の水溶性単・少糖類について報告したが，多糖類分画については検討して

いなかったので，多糖類含有量が比較的多い日本産大寵を試料として，その単離と性質を明らか

にするために実験を行なった．

〔実験〕 大礎の熱水抽出物をセファデックス G-25を用いたゲル炉過をくり返して高分子分

画をとり， DEAEーセルロース（acetateform）カラムクロマトグラフィーを行なって，水，次

いで酢酸カリウムで溶出し，水溶出部から中性多糖類，酢酸塩溶出部から酸性多糖類を得た．各

多糖類はアノレカリ性ホウ酸緩衝液を用いたガラス繊維紙電気泳動と，セファデックス G-100お

よび G-200を用いたゲルクロマトグラフィーで均質性を検討した．加水分解物の薄層およびト

リメチノレシリル化後ヵースクロマトグラフィー，加水分解物還元成績体のトリプノレオルアセチノレ化

後ガスクロマトグラブイー，カノレパゾール法，オルシン法およびシステイン硫酸法などで構成糖

を分析した．中性多糖類はメチル化後，メタノリシス成績体のガスクロマトグラフィーにより，

構造についても検討した．

〔結果〕 両多糖類はそれぞれ均質であると認められ， 中性多糖類は L-arabinoseと n-gala-

ctoseを構成糖とし，そのモル比は 30:1，分子量 22000，主に L-arabinofuranoseの 1→2結

合連鎖からなると推定され，酸性多糖類は n-galacturonicacid, L-arabinose, n-galactose, 

o-xyloseおよび L-rhamnoseで構成され，分子量約800000と推定される．

数種の多環式芳香族炭化水素およびそれらのオルトキノン類の

ラット腹部皮膚，筋肉組織内における残存率の経時変化について

多田敬三，熊谷幸子，木浦恵子，橋本嘉幸

（日本薬学会第90年会（1970.7）で発表）

Benz[a]anthracene (BA), dibenz[a，町anthracene (DBA）およびそれらのオルトキノン類

(BAQ, DBAQ）に強力な発癌性炭化水素であるに 12-dimethylb印刷a]anthracene(DMBA) 



No. 16 (1971) 

を加えた5種のものにつきラット皮膚筋肉内での残存量が時間と共にどのように減少してゆくか

を比較追跡し，発癌性の有無とその残存率一時間曲線とにどのような関連性があるかを検討し

た．ラット（Donryu合 約 150g，生後 7～9週） 1群 3匹，他に 0-timecontrol 3匹を用い，

これらの生理食塩水懸濁液（DBAQは lmg/lml，他は lmg/0.5ml）を腹部に皮下注射後，皮

膚筋肉組織全部に残存する物質の 0-timecontrolに対する比を残存率とした．注射後，皮膚組

織全部を切除，凍結乾燥して粉末化し，酢酸エチルで抽出，減圧宿去後の残溢につき， invitro 

の場合と同じように baseline法でシリカゲノレ G で TLCを行ない分離し，炭化水素類は蛍光

光度法で，キノン類は吸光光度法で定量：した．

その結果残存率一時間曲線は次の二つの型に大別された.DEAのみがB型に，他はすべて A

型であることが判明した．残存率の減少はいずれも普通の場合より遅く特に DEAは遅かった．

また， DEAと DMBAについては同じ発癌性物質であるがその減少曲線は全然異なっている

ことが判った．また，全般的にこの invivoの実験結果は invitroの場合と非常に異なってい

ることがわかった．
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Benz〔a〕anthracene,dibenz〔a,h〕anthraceneおよびそれ

らのオルトキノン類のラット肝ホモジネートによる

組織培養における残存率について

多国敬子，滝谷玲子，岩崎紀和子，橋本嘉幸

（日本薬学会 第90年， (1970. 7）で発表）

Benz[a]anthracene (BA), dibenz[a, h]anthracene (DEA）およびそれらのオルトキノ γ類，

すなわち benz[a]anthra-5, 6 -quinone (BAQ），および dibenz[a,h] anthra-5, 6-quinone 

(DBAQ）を肝ホモジネートにより incubate してそれらがどの程度未変化で残存するかを比較

定量した．この仇 vitroの実験は次で報告する皮膚組織内の残存率の定量的変化と比較するも

のでありまた DEAのみ高い発癌性を有することから， DEAが他のものに比べ特に代謝され

にくいという傾向がみられるかどうかを検討することにあった．

上記の4種の化合物につきそれぞれ， NADP+,nicotinamide, glucose-6-phosphateを補酵

素として加え， 37°C,1時間空気を通じつつ，遮光振蓋し各々の残存量を定量した．肝ホモジネ

ートは，ラット（Donr戸1合）の肝を 1.15%(w/v) KCIと超音波ホモジナイザーでホモジナイ
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